
食物アレルギー対応マニュアル                  江戸川区立西小岩小学校  

《食物アレルギーの対応》  

１ 基本方針  

 江戸川区の「学校給食における食物アレルギーの対応について」(平成２８年１月)に基づき行う。  

（１） 食物アレルギーの対応は、過敏食品の除去を基本とし、代替は行わない。  

（２） 医師からのアレルギー診断書（学校生活管理指導表）の提出を求める。  

（３） 実施の決定は学校長が行い、副校長・担任・栄養士・養護教諭・調理主事・学校医等の関係

者が連携して対応する。  

（４） 学校の実状から判断し、継続して行える作業の範囲で行う。  

（５） 対応中は、保護者および主治医との連絡を密にする。  

  

２ 対応開始までの流れ  
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食物アレルギー対応マニュアル                  江戸川区立西小岩小学校  

(１)前月  

栄養士：アレルギー対応献立表を作成保護者：希望する対応に○をし、栄養

士に提出栄養士：給食室に連絡・指示  

担  任：除去食の日にちと除去品目の確認  

除去食対応表は保護者・担任に配布する。  

  

(２)給食室での調理  

① 打ち合わせにおいて、除去内容を確認し、動線の交差や使用器具の混合を防ぐ工程を組む。  

② 調理したものは皿に配食し、フードカバーをかぶせ、組・氏名・除去食物名・料理名を記入する。  

③ 除去食の工程を工程表に記入する。  

  

３)クラスでの対応  

① 除去食は、配膳車に１食分盛り付けて設置する。児童・担任は、対応表と除去食が合っているか確

認する。  

② 給食準備では、料理や使用器具を混合しないように注意する。  

③ フードカバーは机の上に置いたまま、食べる（誤食を防ぐため)。  

④ 除去食のある日は、おかわり（へらす）しない。  

⑤ 使用後の皿およびフードカバーは、ワゴンに戻す。  

  ※補教の際は、担任が補教担当に申し伝えを必ず行う。  



 

      

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

発見者   ＝   観察   

  

   

②助けを呼び、 人を集める 。   

③エピペンと内服薬をもってくるよ  

うに指示する。   

  

    

〈緊急性が高いアレルギー症状〉   

全身症状       

   

   

   

   

   

呼吸器の症状   

   

   

   

   

   

   消化器の症状   

   

   

教職員       

   

   

    

これらの症状が   

一つでもあれば   

   

   

   

     

〇その場で安静   

  ・動かさない！   

     

     

教職員       

   

   

   

教職員       

観察開始時刻   

エピペンを使用した 時刻   

５ 分ごとの症状   

内服薬を飲んだ 時刻   

教職員     

   

   


